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安全にご使⽤いただくために

安全にご使⽤いただくために

警告表⽰について

その他の表⽰について

シンボルマークについて

製品の特徴
 この製品は軽１スタート⽅式を採⽤しているので、エンジン始動時にスタータグリップを軽く引くことがで

きます。

 危険  警告  注意
その警告に従わなかった場合、
死亡または重傷を負うことにな
るものです。

その警告に従わなかった場合、
死亡または重傷を負う可能性が
あるものです。

その警告に従わなかった場合、
ケガを負う恐れのあるものです。

丸に左斜線の⼊ったこの記号は、表⽰
されているものがすべて禁⽌されてい
ることを表します。

重要
重要として囲まれた⽂章は、この取扱説明書
で説明されている製品の使⽤、点検、保守、
保管に関する重要な注意事項です。

シンボルマーク 意味 シンボルマーク 意味

ご使⽤前に取扱説明書をよく読み、
正しく作業すること ⾼温部に注意すること

作業中は保護具を必ず着⽤すること 回転部の巻き込まれに注意すること

通気の悪い場所で製品を使⽤しない
こと エンジン停⽌

⽕災に注意すること 混合燃料

電気ショックに注意すること
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安全にご使⽤いただくために
重要なお知らせ
 警告

製品をご使⽤になる前に、取扱説明書を必ずお読みください

取扱説明書
この取扱説明書には、製品の組み⽴てや操作、点検・整備に必要な事項が書かれているの

で、よく読んで理解してください。
この取扱説明書は、いつでも読めるように保管してください。
製品の改良のため、予告なしに内容を変更することがあります。
使⽤している図は説明をわかりやすくするため、現品と異なる場合があります。
損傷により読めなくなったり、紛失した場合は、販売店から新たに購⼊してください。

事故や重傷を負う原因となります。

製品の使⽤⽬的以外の使⽤禁⽌
この製品は、⾊々なゴミや落ち葉を吹き払うために作られたものです。

記載されている⽤途以外に使⽤しないでください｡
事故や重傷を負う原因となります。

製品の改造禁⽌
製品を改造しないでください｡

事故や重傷を負う原因となります｡

点検・整備をしていない製品の使⽤禁⽌
定期的に点検・整備をしてください｡

事故や重傷を負う原因となります｡

製品の貸与、譲渡
製品を貸すとき、譲るときは、この取扱説明書も渡してください。

事故や重傷を負う原因となります。

製品の使⽤者
体調不良、疲労している、酒類を飲んでいる、薬物を服⽤しているなど、体調が万全でないときは使⽤しない

でください。
次のような⼈は使⽤しないでください。
 妊娠している⼈
 16 歳未満の⼈
 取扱説明書の内容を理解していない⼈
事故や重傷を負う原因となります｡

保証書
使⽤⽬的以外の作業による製品の故障、あるいは改造による故障の場合は、メーカー保証の対象外になります

のでご注意ください。詳しくは保証書をお読みください。
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安全にご使⽤いただくために
 警告
健康管理
休憩をとりながら余裕を持って作業をしてください。
作業中に体調が悪くなった場合はすぐにエンジンを停⽌し、作業を中⽌してください。
⻑時間の連続作業は避け、2 時間を限度としてください。

健康障害を受けることがあります｡

服装の点検
⾝体に合った作業⾐を着⽤し、次のことを守ってください。
 上着（⻑袖）のボタン、ファスナを完全にし、袖⼝をきちんと閉め、すそはズボンに⼊れる
 ズボンはすそ閉まりの良い⻑ズボンとし、すそは作業靴の上部にはさみ込む
 ネクタイや装飾品は着⽤しない
 髪の⽑は肩より上でまとめる
事故や重傷を負う原因となります｡

保護具の着⽤
下記の保護具を着⽤してください。
 保護帽 ( ヘルメット )：頭部の保護
 保護めがね（ゴーグル）：⽬の保護
 ⽿覆い（イヤーマフ）や⽿栓：聴⼒の保護
 防じんマスク：呼吸器の保護
 防振⼿袋：寒さや振動から⼿を保護
 滑りにくい作業⽤⻑靴：⾜の保護
吹き払ったゴミや粉じんなどを⽬に⼊れたり吸い込んだ
りして、事故や傷害の原因となります｡

製品の使⽤環境・作業環境
次のような場合は製品を使⽤しないでください。
 荒天時や落雷の恐れがあるとき
 急傾斜地や⾜元が不安定で滑りやすい場所
 夜間や視界が悪い場所
転落や滑落、誤った操作などにより、事故や重傷を負う
原因となります｡

事故やケガへの備え
事故やケガに備え、下記の⽤具を⽤意してください。
 救急箱（応急⼿当⽤）
 タオルや⼿ぬぐい（⽌⾎⽤）
 呼⼦や携帯電話（外部との連絡⽤）
応急⼿当や外部への連絡ができず、症状が悪化する恐れがあります。

発⽕・発煙・⽕災への備え
発⽕・発煙・⽕災に備え、消⽕器やシャベルを⽤意してください。
エンジンから発⽕または排気⼝以外から発煙したら、⾝体から製品を離し、⾝体の安全を確保してください。
周囲に類焼しないようにシャベルで砂を掛けるか、消⽕器で消⽕してください。

あわてて対処しようとすると、⽕災やその他の傷害の拡⼤につながります。
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1. 付属品の確認
1 付属品の確認

⽋品や破損などがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。
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2. 各部の名称と警告表⽰ラベル
2 各部の名称と警告表⽰ラベル

本書で説明している製品の、各部の名称および警告表⽰ラベルを⽰しています。
ご使⽤前に各部の名称およびラベルの意味を理解してください。

ラベルが摩滅したり破損して内容が確認できなくなった場合や、はがれて紛失した場合は、販売店からラベル
を購⼊し、下図に指⽰してある箇所に貼り、常にラベルが確認できる状態にしてください。



3. 作業の準備

3 作業の準備

3-1. 組み⽴て

■噴管の取り付け
1． 製品を正⽴させ、A のマークが真上にきていること

を確認してください。

2． 真上にきていない場合は、B にコインなどを押し込
んだままロッキングリングを左回転⽅向に回し、A
のマークが上にくるようにしてください。

3． ロッキングリングの切⽋に、元噴管の突起を合わせ、
押し込んでください。

4． ラインを⽬安にファンケースの奥まで⼊れてから、
ロッキングリングを右回転⽅向にロックするまで回
してください。

 警告
取扱説明書をよく読んで、正しく組み⽴ててください。

誤って組み⽴てた製品を使⽤すると、事故や重傷を負う原因となります。
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3. 作業の準備

5． 元噴管の突起に、平形噴管または丸噴管の切⽋を合

わせて押し込み、右回転⽅向に回し、組付けてくだ
さい。

6． 最後に各部がしっかり組付けられているか確認して
ください。

■噴管の取り外し
1． 噴管を取外す場合は、B にコインなどを押し込んだ

ままロッキングリングを左回転⽅向に回し、A の
マークが上にくるようにしてください。

2． ロッキングリングから噴管を取外してください。
9



3. 作業の準備

3-2. 燃料の準備

■燃料の混合
シングウ純正２サイクル専⽤オイル「SS-50」か、
ＪＡＳＯ 性能分類 ＦＣ または ＦＤ グレードを 50:1 の
⽐率でよく混合してください。

 指定以外のオイルや混合⽐は、エンジン不調の原因と
なります。

■燃料の補給
 燃料タンクのキャップを開け、⼿動式の燃料補給ポン

プで混合燃料を、規定レベルまで⼊れてください。
 補給後は、燃料タンクキャップを確実に締め付けてく

ださい。

 危険
燃料はエンジンを停⽌し、エンジンが冷えてから補給してください。
補給中にタバコを吸ったり、⽕気を近づけたりしないでください。

燃料に引⽕して⽕災を起こしたり、⽕傷を負うことになります。

 警告
燃料補給前に製品および補給⽤タンクを地⾯に数分間置くなどして、帯電している静電気を逃がしてくださ

い。作業者⾃⾝も⼿のひらを地⾯や⾦属に押し当てて、静電気を逃がしてください。
燃料補給時に⾦属製の漏⽃（ろうと）を使⽤しないでください。

静電気が燃料に放電して、⽕災の原因となります｡
燃料は⾵通しの良い場所で、製品と補給⽤タンクを地⾯に置いて補給してください。トラックの荷台の上など

では補給しないでください。
燃料タンクには外気との間に圧⼒差が⽣じています。燃料タンクキャップはゆっくりと開けてください。
燃料タンク肩⼝以下に補給してください。
燃料が少しでもこぼれたら必ず拭き取ってください。ただし湿度が低いときは、乾いた布で拭くと静電気を帯

びやすいので、⽔を湿らせた布で拭き取るようにしてください。
燃料パイプ、燃料系グロメット、燃料タンクキャップ周辺から燃料の漏れやにじみがある場合は直ちに使⽤を

中⽌し、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
補給⽤タンクは⽕気のない⽇陰に置いてください。

燃料に引⽕して⽕災を起こしたり、⽕傷を負う原因となります｡
燃料を運搬する際は鋼板製のガソリン携⾏⽸を使⽤してください。
余った燃料は鋼板製のガソリン携⾏⽸で保管してください。

ポリ容器での運搬や保管は法律で禁⽌されており、⽕災の原因となります｡

重要
この製品に使⽤する燃料は、レギュラーガソリンと２サイクルエンジンオイルを混合した「混合燃料」です。

アルコール混⼊燃料はゴム製部品の劣化を早めますので、使⽤しないでください。
燃料の混合は製品の燃料タンクで⾏わないで、混合⽸を使⽤してよく混合してください。
混合燃料は劣化しやすいので、使⽤する分量だけ混合してください。
余った燃料の保管期間は 1ヶ⽉程度としてください。

ガソリンと２サイクルエンジンオイルとの混合⽐
ガソリン (L) ２サイクルエンジンオイル (mL)

2
4
5

40
80

100
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4. 運転

4 運転

 警告
燃料を補給した場所でエンジンを始動しないでください。

エンジンを始動する前に、燃料を補給した場所から 3 m 以上移
動してください。
燃料補給時の漏れた燃料に引⽕し、⽕災の原因となります｡

エンジンを始動するときは、次のことを守ってください。
 製品を平坦で通気の良い、可燃物のない場所に置く
 燃料が漏れていないか確認する
 各部を点検し、製品の損傷やボルト・ナット類にゆるみがないことを確認する
 エンジン単体で始動しない
 周囲は広くとり、⼈や動物を近づけない
 製品が障害物と接触していないことを確認する
 スロットルポジションレバーが低速位置にあることを確認する
 製品をしっかりと押さえて始動する
⽕災、事故や重傷を負う原因となります。

エンジンの排気ガスには、有毒なガスが含まれています。屋内など通気の悪い場所で製品を運
転しないでください。
排気ガスによる中毒事故の原因となります。

エンジンが始動したら、異常振動・異常⾳が発⽣していないか確認してください。 異常振動・異常⾳がある場
合は直ちにエンジンを停⽌し、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
部品の脱落、⾶散などの事故により、重傷を負う原因となります。

製品の運転中および停⽌後しばらくの間は、シリンダカバー、マフラなどの⾼温部に触れない
でください。
⾼温部に触れると⽕傷します。

作業中、マフラ周辺に草やゴミなどが付着したときは、速やかに取り除いてください。
⽕災の原因となります。

製品の運転中、スパークプラグ、プラグコードなどの⾼電圧部に触れないでください。
運転中に⾼電圧部に触れると感電します。

重要
噴管を取り付けずに運転をしないでください。エンジン不調の原因となります。
スタータグリップが軽く引けない場合は故障なので、分解せずにお買い求めの販売店にご相談ください。
スタータグリップを引くときは、まず軽く引出し更に素早く引いてください。引きヒモの２／３以上は引き出

さないでください。
スタータグリップを戻すときは、途中で⼿から離さないでください。

 注意
スタータグリップを引いてから、遅れてエンジンが始動することがあるので、注意してください。
思わぬトラブルによりケガをする恐れがあります。
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4. 運転

4-1. エンジンの始動
■冷えたエンジンの始動

( ⻑期保管後に使⽤するときは、スパークプラグキャッ
プを接続してください。)
1． 製品を平坦な地⾯に置き、噴管など作業に必要な部

品が組み付けられていることを確認してください。
2． ボルトやナット、ネジ類にゆるみがなく、燃料タン

クキャップがしっかり締め付けられていることを確
認してください。

3． ストップスイッチを「始動」の位置にしてください。
4． スロットルポジションレバーを低速の位置にしてく

ださい。

5． チョークレバーを「閉」の位置にしてください。
6． プライマリポンプ内に燃料が吸い上がるまで、プラ

イマリポンプを押す・離すの操作をくり返してくだ
さい（⽬安５〜１０回）。

7． 周囲の安全を確認して、図のようにハンドルをしっ
かり押え、スタータグリップを数回引いてください。

（⽬安 ５回程度）
8． 爆発⾳がして、すぐに⽌まった場合は、チョークレ

バーを「開」の位置に戻して、更にスタータグリッ
プを引き始動させてください。

9． 上記 7. の操作ですぐにエンジンが始動したら、
チョークレバーを徐々に「開」に戻してください。

10． チョークレバーが「閉」の位置でスタータグリップ
を数回引いても（⽬安 ５回程度）爆発⾳がしない
場合は、チョークレバーを「開」の位置に戻してス
タータグリップを引いてください。（⽬安 ５回程
度）

 チョークレバーを「閉」のままスタータグリップを引
き続けると、燃料を吸い込みすぎてエンジンが始動し
にくくなります。

11． エンジン始動後、低速のままでしばらく暖機運転を
してください。

■エンジンの暖機運転
1． 始動したら、数分間アイドリング ( 低速運転 ) で暖

機運転を⾏なってください。
2． 暖機運転は、エンジン内部の潤滑を円滑にします。

特に冷えているときは、⼗分に⾏なってください。
12



4. 運転

■暖まっているエンジンの始動

1． ストップスイッチを｢始動｣の位置にしてください。
2． スロットルポジションレバーを低速の位置にしてく

ださい。

3． チョークレバーが「開」の位置にあることを確認し
てください。

4． 燃料がプライマリポンプ内に⾒えないときは、プラ
イマリポンプ内に燃料が吸い上がるまで、プライマ
リポンプを押す・離すの操作をくり返してください。

（⽬安５〜１０回）

5． 周囲の安全を確認して、図のようにハンドルをしっ
かり押え、スタータグリップを引いてエンジンを始
動させてください。

6． スタータグリップを数回引いて始動しないときは、
「冷えたエンジンの始動」の⼿順で始動してくださ
い。

4-2. エンジンの停⽌
1． スロットルポジションレバーを低速の位置にしてく

ださい。
2． スロットルトリガを握っている場合は離し、エンジ

ンをアイドリング（低速運転）状態にしてください。
3． ストップスイッチを｢停⽌｣（STOP）の位置にして

ください。
4． 緊急の場合は、直ちにストップスイッチでエンジン

を停⽌してください。

5． エンジンが停⽌しないときはチョークレバーを「閉」
の位置にしてください。エンジンは失速し停⽌しま
す。（応急停⽌）

 ストップスイッチでエンジンが停⽌しなかった場合
は、製品を再び使⽤する前に、お買い求めの販売店に
点検と修理を依頼してください。
13



5. 作業

5 作業

 警告
第三者の⽴ち⼊り禁⽌
作業中は他の⼈や動物などを作業領域内に⼊れないでください。

事故や傷害の原因となります。

製品使⽤時
製品を使⽤するときは、特に次のことを守ってください。
 噴管を⼈や動物に向けない
 ハンドルはしっかりと握る
 夜遅くまたは朝早く近隣の⼈に騒⾳で迷惑をかけるときは、製品の使⽤を避ける
事故や傷害の原因となります。

巻き込まれに注意
髪の⽑がファンに巻き込まれないように注意してください。

ファンに巻き込まれて重傷を負う原因となります｡

移動時はエンジン停⽌
作業を中断して移動する場合は、エンジンを停⽌してマフラを⾝体から離してください。

⽕傷や重傷を負う原因となります。
⾞で運搬する場合は燃料タンクから燃料を抜いて、製品を⽴てた状態で動かないようにしっかり固定してくだ

さい。
燃料を⼊れたまま⾞で移動すると、⽕災の原因となります。
14



5. 作業

5-1. ブロワー作業

1． エンジン始動後、2 〜 3 分間スロットルポジション
レバーを低速の位置にし、暖機運転をしてください。

2． スロットルトリガを握ったり離したりして、エンジ
ン回転数を調節してください。

3． ⻑時間⾼速で運転したい場合は、スロットルポジ
ションレバーを⾼速の位置にすると、スロットルト
リガを握らなくても⾼速で運転できます。

4． 枯れ葉や花壇のゴミ・枯れ草などを掃除する場合は、
低速で作業してください。
歩道、中庭、⾞道などを掃除する場合は、余裕のあ
る中速で作業してください。
パーキングエリアやスタジアムの空⽸・空瓶などを
掃除する場合は、更に余裕のある⾼速で作業してく
ださい。

5． 吹出し⼝を下向きにしてください。

重要
スロットルトリガでエンジン回転数を調節すると、⾵速も回転数に応じて変化します。スロットルポジション

レバーを作業に合った位置にセットすると、⼀定の⾵速で作業できます。エンジン回転数が⾼ければ⾼いほ
ど、騒⾳も⾼くなることにご注意ください。

エンジンの過回転による損傷を防ぐため、噴管はふさがないでください。
15



6. 点検・整備

6 点検・整備

6-1. 点検・整備の⽬安

6-2. 点検・整備要領
■エアフィルタの点検 / 清掃

1． チョークレバーを「閉」の位置にしてから、ノブボ
ルトをゆるめ、エアクリーナカバー、エアフィルタ
を取り外してください。

2． エアフィルタの清掃は、エアーガンを使⽤する場合、
必ずエアフィルタの内側から外側に向けてエアーを
吹き付け、ゴミやホコリを吹き⾶ばしてください。
エアーガンが無い場合は、はたいてゴミやホコリを
落としてください。エアフィルタが破損している場
合は新品と交換してください。

3． 図を参考に表裏に注意して、エアフィルタをクリー
ナケースに戻し、エアクリーナカバーを取り付けて
ください。

 警告
点検・整備はエンジンを停⽌し、エンジンが冷えてからスパークプラグキャップを外して⾏なってください。

⽕傷や、突然の始動による事故の原因となります。

重要
お買い求めいただいた製品を安全にご使⽤いただくために、定期的に点検・整備を⾏なってください｡
点検・整備には専⾨的な知識が必要です。ご⾃分で点検・整備や故障対策ができない場合は、お買い求めの販

売店にご相談ください。

点検・整備項⽬ 作業前または作業後 毎⽉ 毎年 参照ページ
エアフィルタ ○ 16
燃料パイプ、燃料系グロメット ○ 17
燃料フィルタ ○ 17
燃料タンクキャップ ○ 17
スパークプラグ ○ 17
キャブレタ ○ 18
シリンダフィン ○ 17
マフラ ○ 18
スクリュ、ボルト、ナット ○ -
16



6. 点検・整備

■燃料系統の点検

1． 燃料を補給した後、燃料タンクキャップを確実に締
め付け、燃料パイプ、燃料系グロメット、燃料タン
クキャップ周辺から燃料の漏れ、にじみがないこと
を確認してください。

2． 燃料の漏れ、にじみがある場合は、⽕災の原因とな
りますので、直ちに使⽤を中⽌し、お買い求めの販
売店に修理を依頼してください。

■燃料フィルタの点検 / 清掃
1． 燃料タンクキャップを外してください。
2． 針⾦などを使⽤して、燃料パイプに傷をつけないよ

うに燃料フィルタを燃料タンクの給油⼝から取り出
してください。

3． 燃料が劣化していたり、⽔分やゴミが混⼊している
場合には、燃料を交換してください。

4． 上記 3. の場合にはタンク内や燃料フィルタ、燃料パ
イプも洗浄してください。

5． 燃料フィルタ部分が⿊く硬くなっている場合は汚れ
ていますので、燃料パイプから古い燃料フィルタを
取り外し、新しい燃料フィルタと交換してください。

6． 燃料フィルタが燃料タンクの底⾯に届いていること
を確認してください。

7． 点検・交換後は、燃料タンクキャップを確実に締め
付けてください。

■スパークプラグの点検
1． 付属のプラグレンチ（19 mm）でスパークプラグを

外してください。
2． スパークプラグの標準⽕花隙間は 0.6 〜 0.7 mm で

す。標準⽕花隙間より広すぎたり狭すぎる場合は調
整してください。電極の周囲にオイルや堆積物が付
いているときは清掃してください。電極やターミナ
ルが摩耗しているときや、ガイシに⻲裂がある場合
は新品と交換してください。

3． スパークプラグは、付属のプラグレンチでしっかり
締め付けてください。
参考：締め付けトルクは 15 〜 17 N・m (150 〜
170 Kgf・cm）です。

 スパークプラグの⽕花を確認する発⽕テストは、お買
い求めの販売店に依頼してください。

■シリンダフィンと冷却系統の保守
1． マフラカバーのボルト（2 個）を外し、エンジンか

らマフラカバーを取り外してください。
2． シリンダフィンは常に清掃してください。

シリンダフィンの間に物が詰まると、エンジンが
オーバーヒートする恐れがあります。⽊の棒などを
使って、芝、泥、葉、その他のゴミ屑をシリンダ
フィンの間から取り除いてください。
17



6. 点検・整備

3． エンジンの底部と燃料タンクの間にある、冷却⾵の

⼊⼝の周りに付いたゴミなどを取り除いてください。
4． マフラカバーをボルト（2 個）で取り付けてくださ

い。
 シリンダフィンは薄くて割れやすいので、清掃すると

きは⾦属の棒などで衝撃を与えないようにしてくださ
い。

■マフラの点検
1． マフラカバーのボルト（２個）を外し、エンジンか

らマフラカバーを取り外してください。
2． 排気ガイド、ガスケットのボルト ( ５個）を外し、

マフラから排気ガイド、ガスケットを取り外してく
ださい。

3． 排気ガイドの排気出⼝のカーボンを取り除いてくだ
さい。エンジンの性能を⼀定に保つため、この作業
は定期的に実施してください。

4． 排気ガイド、ガスケットをボルト ( ５個）で取り付
けてください。

5． マフラカバーをボルト（２個）で取り付けてくださ
い。

■キャブレタの点検

キャブレタ調整を⾏なう前に、エアフィルタの清掃 / 交
換を⾏ない、エンジンを数分間運転してください。
アイドル調整ネジ

アイドリング（低速運転）の回転数を調整するとき
は、キャブレタ本体のアイドル調整ネジを回して調整
してください。

 調整してもエンジン回転不調の場合は、お買い求めの
販売店へご相談ください。

重要
⼯場出荷時にキャブレタはエンジンの性能を最も良く引出せるよう設定されていますが、次のような場合には

キャブレタの調整をしてください。
１）エンジンが始動しない。  ２）回転が持続せず停⽌する。  ３）回転が変動する。

キャブレタの調整は専⽤⼯具と専⾨的な知識が必要です。不必要にキャブレタを調整しないでください。
アイドリング（低速運転）の調整は可能です。アイドリングの調整をするときは、必ず噴管類を取り付けて⾏

なってください。
アイドル調整ネジは締めすぎないでください。強く締めすぎると、キャブレタが破損します。
アイドル調整ネジは、エンジンが停⽌しないように再調整してください。
18
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7. 保管
7 保管

製品を⻑期間（30 ⽇以上）にわたって保管する場合は、下記の⼿順で整備をしてください。

1． 燃料タンク内の燃料を抜き取ってください。
2． プライマリポンプを押す・離すの操作を数回くり返

してプライマリポンプの燃料を抜き取ってください。
3． エンジンを始動し、⾃然に停⽌するまで運転してく

ださい。

4． スロットルポジションレバーを低速の位置にしてく
ださい。

5． ストップスイッチを「停⽌」（STOP）位置にしてく
ださい。

6． 製品の外側に付いたグリース、オイル、ホコリ、ゴ
ミなどをきれいに拭き取ってください。

7． 本書に定められた定期的な点検をしてください。
8． スクリュ・ナット類が締まっているか確認し、ゆる

んでいる場合は増し締めしてください。

9． スパークプラグを外し、その取り付け⽳から適量
（１０ mL 程度）の、新しくきれいな２サイクルエン
ジンオイルをシリンダに⼊れてください。

10． スパークプラグの取り付け⽳の上にきれいな布を掛
けてください。

11． スタータグリップを数回引いて、エンジンオイルを
シリンダ内に⾏き渡らせてください。

12． スパークプラグを取り付けてください。（スパーク
プラグキャップは接続しないでください。）

13． ⼦供の⼿が届かないホコリの少ない乾燥した場所に
保管してください。

 警告
燃料ガスが充満している密閉された場所や、裸⽕、⽕花のあるそばに保管しないでください。

⽕災の原因となります｡
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8. 故障対策
8 故障対策

8-1. 故障診断表

 表中に記載されていない故障など、ご不明な点はお買い求めの販売店にご相談ください。

8-2. 製品の廃棄
製品や部品を廃棄するときは、お買い求めの販売店に相談するか、⾃治体の指導に従ってください｡

重要
補⽤品や消耗品は必ず純正部品または指定品を使⽤してください。

純正または指定以外の部品を使⽤すると故障の原因となる場合があります。

故障内容 故障診断 原因 対策
エンジンが始動
困難
または始動しな
い

キャブレタに燃料がない 燃料フィルタの⽬詰まり
燃料系統の⽬詰まり
キャブレタの不良

清掃か交換
清掃
販売店へ依頼

キャブレタに燃料がある キャブレタの不良
燃料の変質

販売店へ依頼
新しい燃料と交換

クランク軸が回転しない エンジン内部の故障 販売店へ依頼
スパークプラグが汚れて
いる、濡れている
または発⽕しない

燃料の変質
電極の隙間が正しくない
カーボンが付着している
電気的障害

新しい燃料と交換
調整か交換
清掃か交換
販売店へ依頼

エンジンは始動
するが加速でき
ない
または加速不⼗
分

エアフィルタの汚れ
燃料フィルタの汚れ
燃料通路の詰まり
キャブレタの不良
スパークプラグの不良
排気⼝・マフラ出⼝の詰まり

清掃か交換
清掃か交換
販売店へ依頼
販売店へ依頼
清掃、調整か交換
清掃
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9. 仕様
9 仕様

型式名 SB265
項⽬ 単位

質量
 （噴管・噴頭類、燃料を除く） kg 4.2
容量
 燃料タンク mL 470
外形⼨法
 ⻑さ × 幅 × ⾼さ mm 340×270×350
 （噴管・噴頭類を除く）
エンジン
 形式 空冷 2 サイクル単シリンダ
 排気量 cm3 25.4
 キャブレタ形式 ダイヤフラム式
 点⽕⽅式 フライホイールマグネト電⼦点⽕⽅式
 スパークプラグ NGK BPM8Y
 始動⽅式 リコイルスタータ （軽１スタート） 
燃料混合⽐ ［レギュラーガソリン：２サイクルエンジンオイル］

=[50:1]
シングウ純正２サイクル専⽤オイル SS-50 か、ＪＡＳＯ
性能分類 ＦＣ または ＦＤ

送⾵機の仕様 ( 丸噴管使⽤時）
 全開時推奨エンジンスピード r/min 7,000
 アイドル時推奨エンジンスピード r/min 3,000
送⾵機性能 ( 丸噴管使⽤時）
( 測定法：ANSI/OPEI B175.2）
 最⼤⾵速 m/s 74.0
 ⾵量 m3/min 11.2

※ この仕様は製品の改良のため予告なしに変更することがあります。



1 メモ・裏表紙

メ モ
X753-005 42 0
X753118-150 2 0604zzz xxxx ES

著作権法により無断での複製、転載などは禁⽌されております。(C)
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メ モ
X753-005 42 0
X753118-150 2
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0604zzz xxxx ES
著作権法により無断での複製、転載などは禁⽌されております。(C)



X753-005 42 0
X753118-150 2 0604zzz xxxx ES

著作権法により無断での複製、転載などは禁⽌されております。(C)
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